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会 議 録 

会議の名称   平成３０年 第６回 白岡市教育委員会定例会  

開催日   平成３０年４月１１日（水）  

開催時間   午前９時３０分 開会 ・ 午前１０時３５分 閉会  

開催場所   白岡市役所４階 会議室４０３  

 

教育長の氏名  

 

 長 島 秀 夫  

 

出席者（委員

等）の氏名  

 長 島 秀 夫  

 清 水 律 子  

 牛 田 文 子  

 新 井 二 郎  

 山 﨑 美 佐江 

欠席者（委員）

の氏名  

 

 

説明員の職・  

氏名  

 

学校教育部長     河 野  彰  

生涯学習部長      篠 塚  淳  

参事兼教育指導課長  石 﨑 昌 稔  

学び支援課長     阿 部 千 鶴 子 

いきいき教育課長   黒 須 靖 之  

事務局職員の

職・氏名  
教育総務課課長補佐 髙澤 憲司 主査 木村 真由美  

点検評価員    

会議次第  

 開会  

日程第１ 会議録署名委員の指名  

 日程第２ 委任事務等報告事項  

 日程第３ その他の事項  

 閉会  

配布資料  別添のとおり  

傍聴者数  ２人  

 

 



2 

 

議 事 の 経 過  

発言者  議題・発言内容・決定事項  

 

長島教育長  

 

 

 

 

 

長島教育長  

 

 

 

長島教育長  

 

 

 

 

 

 

 

 

長島教育長  

 

 

河野学校教育部長 

 

 

石﨑参事兼教育指

導課長  

    

長島教育長  

１ 開会 

平成３０年第６回白岡市教育委員会定例会への出席に対し  

謝意を表す。  

出席委員５名で定足数に達しているため平成３０年第６回  

白岡市教育委員会定例会の開会を宣した。  

 

２ 日程第１ 会議録署名委員の指名 

白岡市教育委員会会議規則第１５条の規定により清水律子

委員及び山﨑美佐江委員を指名した。  

  

３ 日程第２ 委任事務等報告事項 

委任事務等報告事項の１の区域外就学について８件と２の

就学すべき学校の指定の変更について１１件は、個人に関す

る情報が含まれるため、地方教育行政の組織及び運営に関す

る法律第１４条第７項ただし書の規定に基づく３分の２以上

の委員の同意により非公開となったため、傍聴人に一時退席

を求めた。  

 

 （傍聴人一時退席）  

 

委任事務等報告事項の１及び２について事務局に報告を求

めた。  

 

委任事務等報告事項の１について概要説明を行った後、石  

﨑参事兼教育指導課長に詳細説明を委ねた。  

 

報告第１ 区域外就学について  

      別添資料に基づき報告を行った。  

 

委任事務等報告事項の１について委員からの質疑等を求め

た。  

（非公開案件につき内容省略）  
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発言者  議題・発言内容・決定事項  

河野学校教育部長 

 

 

石﨑参事兼教育指

導課長  

    

長島教育長  

 

 

 

長島教育長  

 

 

 

 

 

長島教育長  

 

河野学校教育部長 

 

石﨑参事兼教育指

導課長  

黒須いきいき教育

課長  

阿部学び支援課長  

 

長島教育長  

 

B 委員  

 

 

 

石﨑参事兼教育指

導課長  

委任事務等報告事項の２について概要説明を行った後、石  

﨑参事兼教育指導課長に詳細説明を委ねた。  

 

報告第２ 就学すべき学校の指定の変更について  

      別添資料に基づき報告を行った。  

 

委任事務等報告事項の２について委員からの質疑等を求め

た。  

（非公開案件につき内容省略）  

 

ほかに意見等を求めたが意見等がなかったため、委任事務

等報告事項の１及び２について報告済みとした。  

 

（傍聴人入室）  

 

４ 日程第３ その他の事項  

その他の事項について事務局に報告を求めた。  

 

（１）小学校の校庭における空間放射線量測定結果について 

（２）学校給食用食材の放射性物質検査結果について 

（３）平成３０年３月の中学校卒業者の進路状況について 

（４）平成２９年度教職員人事評価の結果について 

（５）平成２９年度市内共通学校評価集計表について 

（６）平成３０年度白岡市立小・中学校の概要について 

（７）３月の教育委員会諸事業結果報告について 

 

その他の事項について意見等を求めた。 

 

教職員人事評価の結果について、教諭の中に C 評価の者が

一人いるが、指導力不足なのか生活態度に問題があるのかど

のような観点での結果なのか教えていただきたい。  

 

もう一歩努力が必要と見られ、管理職の評価が C 評価だっ

たと思われる。  
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発言者  議題・発言内容・決定事項  

長島教育長  

 

 

 

B 委員  

 

 

長島教育長  

 

 

 

 

 

B 委員  

 

A 委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石﨑参事兼教育指

導課長  

 

 

 

 

 

 

 

年齢が高くて経験のある教員である。校長先生によってそ

の経験に基づいた要求を行っているが、そこまでの水準に達

していない状況である。  

 

校長先生、教育委員会の方々でベテランの先生が現場で力

が発揮できるよう指導願いたい。  

 

そのような場合、学校内だけで解決しないで教育委員会で

話を聞いて、具体的に本人と校長先生に指導している。  

ベテランの先生の仕事は、教科指導だけではなく次の人に

技を伝えるのも大事な仕事だと考えている。それでなければ、 

教育は続いていかない。  

 

了解した。  

 

菁莪小学校は、１年生が１クラスになってしまった。  

 人数の少ない学校では、２年生に上がっても人数が増えな

ければ１クラスのままである。小学校の低学年のうちに友達

関係やグループが作られるが、一人で孤立している子がたま

にいて切なく思っていると聞いたことがある。  

 現在、一人ぼっちの子がいるかどうかはわからないが、先

生たちには、目を配っていただいて、一人ぼっちになってい

たり、友達の輪に入れない子が早く解決できるよう配慮願い

たい。  

 

 人数の少ない学校については、そのような課題があると思

われ、最初にできた人間関係が続いてしまう。  

 教員もその点については、十分注意している。特に１年生  

に配置する教職員については、キャリアのある教員を配置す

るなど慎重に配慮している。 

 また、そのような人事が配置できるよう教育委員会として

今後も対応していきたい。 
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発言者  議題・発言内容・決定事項  

C 委員  

 

 

 

石﨑参事兼教育指

導課長  

 

 

 

D 委員  

 

 

 

 

石﨑参事兼教育指

導課長  

 

 

 

 

 

 

B 委員  

 

 

黒須いきいき教育

課長  

 

 

 

 

 

資料１０ページの市内共通学校評価集計結果の 1 番の学力

であるが、状況調査を活かした授業の評価は一番低いが、学

校では活かすというのはとても難しいことなのか。 

 

 厳しく評価している教職員もいる。真剣に取り組んでいる

教職員ほど評価を厳しくつける傾向にあると思われる。 

実際にどの学校も授業改善を行い、全力で学力向上に取り

組んでいるところである。 

 

大山小学校は１０名に満たない学年もあるが、卒業式や入

学式を見ると先生方が工夫し、子供たちの連帯感が生まれて

いる。生徒数が少ないということが負のイメージにならない

ようにプラス思考になっていることがよいと思われる。 

 

今年度、大山小学校は情緒学級（特別支援学級）が開設し

ており、１学級３名の児童が入っている。きめ細やかにでき

るという点では、少人数の学校はとても良いと思われる。  

負のイメージをプラスに変えて学年でやる行事を学校全体

でやるような行事に変えて学校全体で盛り上がりを見せる活

動を工夫すれば沢山取り組みができると思われる。  

教育委員会も応援していきたいと考えている。  

 

学校応援団は、年配の方、若い方もいると思うが、どのよ

うな方法で採用するのか。  

 

学校や子供達を盛り上げるために、ボランティアで集まっ

ている方々であるので、線引きはない。  

子供達のお父さんお母さん、おじいちゃんおばあちゃん、

地域の方々などどなたでも参加できるもので、子供達のため

に、学校のためになにかお手伝いしたいという方であれば誰

でも参加できる。  

 

 



6 

 

 

 

発言者  議題・発言内容・決定事項  

B 委員  

 

 

黒須いきいき教育

課長  

 

A 委員  

 

 

 

 

 

C 委員  

 

 

 

 

C 委員  

 

 

 

 

長島教育長  

 

 

 

長島教育長  

 

 

勉強の手伝いを出来るとか、登下校の安全指導ができると

か自分のできることで申し込んでくるのか。  

 

得意なものや経験したものを活かし、ご自身が地域の子供

達に活かせるものであればよいと思う。  

 

学校応援団は、自分のできるところをそれぞれの方たちが、

学校のために、地域の子供たちのためにやってくれていて、

どの学校も順調にいっていると思われる。  

白岡は地域と学校と家庭が上手く連携しているのではないか

と感じている。これからもよろしくお願いしたい。  

 

広報しらおか４月号では、学校応援団の募集や町ぐるみん

白岡なども掲載されている。一大イベントである生涯学習セ

ンターの概要が気に入っており、建物の中の写真も載ってお

り市民の方も喜んでいただけると思われる。  

 

また、学校に設置されるエアコンなどもあり、４月号は教

育委員会の情報が満載である。今回は、教育委員会の組織も

掲載されており、市民にわかりやすい紙面になっていると感

じた。  

 

ほかに意見等を求めたが、意見等がなかったため、その他

の事項について終了とした。  

  

 ５ 閉会 

以上ですべての日程を終え、閉会を宣した。 

 

以下余白  
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議事のてん末・概要を記載し、その相違なきを証するため、ここに署名する。 

 

平成  年  月  日  

 

            教 育 長 

 

            議事録署名委員  

 

            議事録署名委員  

 

 


